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応用物理学会は設立当初から産業

界と学界の協働を特徴としていたが，

バブル崩壊後の日本の産業界の業績

低迷から，この 20 年余の間，春秋の

学術講演会における企業発表件数は

激減し，企業会員数も半減ともいえる

状況になった．多くの企業は長期的な

視野に立つ研究を縮小し，コストダウン

のための研究，後追いのための研究に
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々
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としている企業も少なくない．一

方，講演会の発表は，大学など公的

研究機関によるものが多数を占めるよう

になったが，これらの多くが産業の指

向性から乖
かい

離
り

するものとなった結果，

企業からの講演会参加者がさらに減少

するという悪循環に陥っている．産学

協働研究会はこの危機感を背景に，

応物学会の産学協働機能の回復を目

的として2015 年 1 月に設立された．

設立シンポジウムで示されたのは，応

用物理学の危機である．物理学関連の

論文が 2000 年代初頭より連続して減

少しているが，詳しく見ると，まず大企

業の論文数が減り，次いで物理学関連

の博士数が減り，それを追って物理学

全体の論文数が減少していることが示

された1)．物理学の中でも産業に関連

するのは応用物理学の分野が多いの

で，産業の衰退に敏感に反応する学生

が，将来性を見いだせない応用物理学

の分野を敬遠する結果，全体の論文数

が減少するという，応用物理学の危機

が起きていることがわかる．それが，さ

らなる産業競争力の低下を招いている．

この悪循環を止め産業の衰退を阻止

するためには，実効的な産学連携が不

可欠である．バブル崩壊以降，中央

研究所の維持が困難になった多くの企

業では，今は将来を見越した長期的な

研究を公的研究機関に頼らざるをえな

い状況にあるからである．

応物学会における産学連携の推進

のために，産学協働研究会ではこれま

での2 年間に，シンポジウムなどと，産

業界の開発／量産における課題を学・

官の研究者に伝えるイベント「産学協

働の広場」を開催してきた．この中で，

応物学会の産学連携における課題が

見えてきたので，ここでは主な 3 点の

課題をあげる．

1つめは大学の，インパクトのある短

期的成果を偏重する傾向である．「産

学協働の広場」にて企業が官・学に解

決を要請する課題には，材料物性の基

礎を問うものが少なくない．しかし，こ

の要請に対し学の研究者からは，基礎

物性は短期で論文が書けず，またイン

パクトのある論文になりにくいので，研

究することは難しいとの回答が多かった．

ここに，基礎に立ち返って課題の根本

解決を図ろうと考える企業と，インスタン

トな成果をねらって評価を上げようとする

大学研究者の間の，基礎研究に対する

スタンスの逆転現象が見てとれる．

また，大学は 0から1を生みだすと

ころというが，1 から 10，100 への実

用化・産業化に至る研究を下に見る風

潮がないだろうか．企業は量産化は得

意だが，そのメカニズム解明を十分に

行っているところは少ない．一方，大

学は量産化後にはその技術に対する興

味を失ってしまう．この結果，量産技

術のメカニズムが不明のまま量産化さ

れ，量産後に問題が発生するケースが

非常に多い．0から1の新技術は非常

に重要だが，応物関連産業の工場も物

理の塊であり，実用化のための物理の

積み重ねも，テクノロジーを基盤とする

応用物理学の発展に不可欠であろう．

上記問題の要因として，大学の研究

者の成果評価の手法にも課題があると

考えられる．応物学会に所属する非常

に多様な研究者の中には，上記のさま

ざまなレベルの研究に興味を抱き地道

な研究を重ねることを厭
いと

わない研究者

が多数存在するはずである．多様な研

究者が活躍するためには，多様な評価

軸を用いた短期的でない成果評価の実

施が求められる．

2つめは，産業界のパラダイムシフト

である．エレクトロニクス産業では近

年，産業が技術主導ではなくコンセプ

ト・アイデア主導となっている．このた

め，以前は次世代技術を得るために応

物学会に来ていた企業が，今は新しい

コンセプト・アイデアと，それらから生

まれるイノベーション，それらを生む将

来ビジョンを探し求めており，技術指向

の強い応物学会に来なくなってしまっ

た．しかし，応物学会の最大の強みで

ある研究者の多様性はまた，イノベー

ション創出に対しても最大の武器であ

り，新たなコンセプト・アイデアを生み

だす場としても学会は本来最適な場の

はずである．応物学会の多様な研究者

の中には，技術を究める研究者もいれ

ば，将来ビジョンを描くことに長
た

けた研

究者も存在する．これら多様な人材を

生かし，さらに他学会との連携も視野

に入れて，学会の中で，将来ビジョン

や次世代コンセプト・アイデアと，技

術をつなぐ仕組みを作る必要がある．

3つめは，産と学の間の信頼関係の

構築である．1990 年代まで日本の多く
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の大企業には中央研究所があり，長期

的視野に立った研究を数多く推進して

いた．この頃は，企業は大学にそれほ

ど頼らずとも産業における科学技術の

発展を支えることができていた．した

がって，産学連携の必要性は今ほど高

くなかったかもしれない．このような歴

史的経緯のために，産と学の間で，高

額の研究資金のやり取りを伴う産学連

携に至る信頼関係が構築されていない

のが現状である．しかし，産学連携に

熱心な少数の企業は，産学連携がな

ければ開発に支障があると口を揃
そろ

える

のも事実である．お互いに歩み寄る姿

勢をもって，応用物理学と産業の危機

を乗り越える必要がある．

産学協働研究会では，以上の 3 点

をはじめとするさまざまな課題に関し，

今後も応物学会や他機関と協力して取

り組んでいく．
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1）産学協働研究会設立シンポジウム報告書

https://annex.jsap.or.jp/IAP/symposium/2015

s_symposium_report.html




